
麟「ドメスティケーション・モデル
　　の構築一博物学の視点から」

　　奈良研究会開催

　２月15、16日の２日間、総合研究大学大学院･葉

山高等研究センターの特任研究員の秋篠宮殿下を代

表者とする上記の研究会が奈文研小講堂と文化財資

料棟とて開催されました。この研究会は文化系･理

科系のさまざまな機関に所属する研究者、約30名か

ら構成されています。

　ドメスティケーションとは、家畜・家禽化のこと

で、野生動物が人間に飼われるようになり、現在見

るように、さまざまな形で人間の役に立つ家畜にな

って、独特の文化を形成するにいたったモデルを構

築することを目標としています。この奈文研での研

究会は、日本列島における犬の起源とその文化をテ

ーマにしたもので、家犬が１万年以上前にアジアの

どこかでオオカミが飼い慣らされ、日本列島へも古

い段階で連れてこられ、現生の柴犬へと移行したこ

とを軸に議論が進みました。

　その発表は、骨の形態学、古ＤＮＡ分析による遺

伝学、安定同位体による食性分析などの生物学的ア

プローチと、考古学、歴史学、社会学などからの文

化的アプローチが組み合わされたものでした。特に

殿下からはしばしば的を得た質問やコメントが出さ

れ、この問題に対するなみなみならない知識と熱意

が感じられました。

　また研究会の後、秋篠宮殿下を中心に第一次大極

殿正殿の復原工事現場を視察することができ、参加

者は皆、奈文研での開催に満足して解散することが

できたと思います。（埋蔵文化財センター　松井章）

研究会終了後、平城宮跡資料館前にて
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